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伊那市財政健全化プログラム
（令和６年度版）

令和７年３月

伊那市
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１．令和５年度
決算の概要



（単位：千円）

会計名 歳入 歳出 差引

伊那市一般会計 39,070,735 37,721,612 1,349,123

国民健康保険特別会計 6,330,009 6,274,377 55,632

国民健康保険直営診療所特別会計 162,989 162,989 0

後期高齢者医療特別会計 980,066 967,321 12,745

介護保険特別会計 7,051,139 7,011,088 40,051

市営駐車場事業特別会計 23,551 23,551 0

公有財産管理活用事業特別会計 1,171,777 1,171,777 0

水道事業会計
収益的収支 1,834,133 1,615,573 218,560

資本的収支 222,705 712,069 △489,364

下水道事業会計
収益的収支 2,781,954 2,594,456 187,498

資本的収支 2,196,022 3,264,517 △1,068,495

自動車運送事業会計
収益的収支 95,519 68,884 26,635

資本的収支 0 32,120 △32,120
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令和５年度 各会計の決算状況

※国民健康保険直営診療所特別会計および市営駐車場事業特別会計については、一般会計からの繰入金により差引「０」となっている。

※水道・下水道・自動車運送については税込の数字。

※特別会計のうち、財産区特別会計については、市が議決権（財産区管理会が同意権）を有するものを含めて、記載を省略しています。



令和５年度一般会計歳入決算額 39,071百万円
（R4 42,065 百万円 △7.1％）
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市税や繰越金、諸収入等を自主財源、地方交付税や国県支出金、市債等を依存財
源と呼ぶが、伊那市は、依存財源が61.4％となっている。
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令和５年度一般会計歳出決算額 37,722百万円
（R4 40,575百万円 △7.0％）

款ごと集計した目的別決算では、民生費が最も大きな割合を占めており、次いで
総務費、衛生費の割合が大きくなっている。

【目的別決算】
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令和５年度市税決算 9,571百万円
（R4 9,056百万円 ＋5.7％）

市税の構成は、固定資産税が最も多く、市民税（個人）がそれに次いでいる。
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①市税収入額（人口推移）

市固有の一般財源である市税収入は、景気の低迷などにより、平成21年度から22年度にかけ
て減少し、その後、23年度以降はほぼ同水準で推移していた。平成26年度以降は緩やかな上
昇基調にあったが、令和２年度、３年度は新型コロナウイルス感染症の影響より減少した。令和
５年度は好調な企業活動等により法人市民税・個人市民税ともに増加した。

人口は平成20年度以降減少が続いている。

※ 平成17～18年度にかけては、三位一体改革の移行過程における税源移譲のための
所得譲与税を加えてある。平成19年度以降は税源移譲により市税収入が増加している。
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②地方交付税収入額

地方交付税は、三位一体の改革により大きく減少したが、その後の政策的な配慮により
総額が増加しており、伊那市の収入額も平成21年度から24年度まで増加した。

平成28年度から始まった合併算定替の縮減により、地方交付税は減少傾向にあったが、
令和３年度はコロナの影響による基準財政収入額の減により増加。以降は市税収入の
回復が見込まれたため、 令和４年度は減少、５年度は横ばいとなっている。
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③臨時財政対策債等発行額
地方交付税と同様、国の政策により地方の財源不足を補てんするため、多額の臨時
財政対策債等を発行してきていたが、令和４年度以降は国が臨時財政対策債の抑
制を行っており、令和５年度は過去２０年で最も少ない約1.5億円となった。

これらの元利償還額は、後年度交付税措置により全額補てんされることになってい
る。
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④一般財源総額

一般財源総額は、国の政策によって景気の変動によらず、同程度の金額が確保さ
れている。

税収不足を公債発行で賄う現在の国・地方を通じた財政運営は、この先続く保証は
なく、市税、地方交付税、市債等による一般財源の確保は、人口減少の中で今後ま
すます難しくなると見込まざるを得ない。

このようなことから、一般財源の確保や経常経費の削減などについて、更なる努力
が求められている。

※１ 「市債」は、地方の財源不足を補てんするための臨時財政対策債等
※２ 「その他」は、地方譲与税、地方消費税交付金、繰越金のほか財政調整基金の繰入金等を含む。
※３ 端数処理の都合上、総額と内訳の合計金額とが一致しない場合がある。

（年度）

（億円）
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⑤未収金額と徴収率の推移

平成18年度からの「未収金解消プログラム」、23年度からの「債権徴収プログラム」、
26年度からの「徴収力強化プログラム」、29年度からの「第４次徴収対策プログラ
ム」、令和２年度からの「第５次徴収対策プログラム」による継続的な取組により、
徴収率は年々向上し、平成17年度末からの17年間で未収金額を約15.3億円縮減
した。

徴収困難案件の割合が増加しており、令和５年度末における未収金額は前年度末
より増加し、徴収率は横ばいとなった。

（年度）
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⑥市債の借入れと償還額の推移
平成16年度以後、市債について元金償還額より多く借り入れない（返すより多く借
りない）方針をとったことにより、元金償還額は徐々に減少している。

平成28年度は三セク債、平成30年度～令和５年度は、臨時財政対策債などの繰
上償還を行い、方針に基づく借入・償還を行っている。令和４年度、５年度は、交付
税措置率の低い起債の借入見送りや次年度への事業の繰越によって借入額が減
少している。



13

⑦市債残高の推移

返すより多く借りない方針により、市債残高は徐々に減少し、平成25年度からの
10年間では約77億円減少している。

市債残高に占める臨時財政対策債等の割合が年々増加しており、平成17年度
末には約17％であったものが令和５年度末では約43%となっている。
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⑧基金残高（普通会計）の推移
平成16~18年度にかけての国の三位一体の改革や合併に伴う一時的な歳出増の
影響により、基金の取り崩しを行ったため、基金残高は19年度に約44億円まで減
少したが、歳出削減により生じた決算剰余金の積立てや、多額のふるさと納税（寄
附）の積立てなどにより、令和５年度末までに200億円の増加を果たしている。

しかし、令和５年度のふるさと納税（寄附）額は制度改正により減少しており、今後、
有効な活用を図る中で、基金残高は減少するものと考えている。

※過去との比較のため、基金残高は普通会計（一般会計＋公有財産管理活用事業特別会計）の金額を掲載しています。
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⑨人件費等の推移

令和２年度から会計年度任用職員制度が導入され、一部扶助費扱いをしていた保
育園の非常勤職員賃金が全額人件費扱いとなったことなどにより、人件費全体が増
加している。（注：令和元年度以前のグラフには、扶助費扱いとなっていた賃金は含まれていない。）

正規職員の定年延長により令和５年度は退職者が少なかったため、職員退職手当
の金額は過去20年のうちで最も少なくなっている。

※ 制度改正により令和２年度から非常勤職員賃金（物件費又は扶助費）は、
会計年度任用職員報酬及び手当（人件費）に変わりました。
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⑩扶助費の推移

児童手当制度の拡充や自立支援給付費の増加等を背景に、扶助費は増加傾向
にある。 （歳出に占める扶助費の割合 平成17年度8.2％、令和５年度16.5％）

令和３年度以降は低所得世帯や子育て世帯向けの給付が国または市単独によ
り行われており、扶助費の増加につながっている。
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⑪補助費の推移
平成25年度は土地開発公社解散に伴う代位弁済のため増加した。

公営企業への補助費等は平成19年度から、下水道事業会計が企業会計になり増加
したが、21年度以降減少。平成29年度は簡易水道事業が企業会計となり増加した。

一部事務組合への負担金は年度間のばらつきがあるものの、ほぼ横ばいで推移。

平成27及び28年度は、ふるさと納税返礼品支出により補助費等（その他）が増加した。

令和２年度は特別定額給付金等、３年度、４年度はコロナ感染症に係る事業者支援
等により、５年度は国トンネル補助（農業費）により補助費等（その他）が増加した。
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⑫財源別普通建設事業費（充当一般財源）
令和２年度、３年度は、環状南線、福祉まちづくりセンター、若宮団地、西春近公
民館整備等により、60億円超の支出があったが、４年度は、それら事業の終了に
よって大幅に減少した。

令和５年度は、若宮団地、東原工業団地整備、総合支所建設等により、事業費は
増加した。
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主な財政指標の推移

 財政指標は健全化プログラムの取組等により改善してきている。

 将来負担比率は引き続き、数値なし（０％以下）となった。

指標名
実質収支
比率

経常収支
比率

財政力
指数

実質公債費
比率

将来負担
比率

令和元年度 ４．７％ ８９．７％ ０．４９ ８．６％ ―

令和２年度 ４．４％ ９０．９％ ０．４９ ７．８％ ―

令和３年度 ４．２％ ８４．６％ ０．４８ ６．９％ ―

令和４年度 ４．６％ ８８．４％ ０．４８ ６．８％ ―

令和５年度 ４．５％ ８７．５％ ０．４７ ６．８％ ―
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⑬経常収支比率の推移

経常収支比率は、財政の弾力性を示す指標で、70～80％が適正水準と言われて
いる。一般的に団体規模が大きいほど数値が高い傾向にあり、全国の市の令和４
年度の平均値は91.8％（地方財政白書より）であった。

令和５年度の経常収支比率は、人件費（退職手当の減）及び補助費等（一部事務
組合への負担金減）の減少により、昨年度より減少した。

※ 平成18年度以前の経常収支比率の算出方法は現在と異なっており、
実際にはより高い数値であったと考えられる。
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県内19市の中では、低い方から２番目となっている。（前年度９番目）

各市とも経常収支比率が増加傾向にあるが、当市は市税収入の増による一般財
源金額の増加により、経常収支比率は減少した。

※市平均は単純平均
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⑭実質公債費比率の推移
実質公債費比率は、一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金
（公営企業、一部事務組合への支出のうち公債費相当分）の標準財政規模に
対する比率を示す指標である。

令和５年度の伊那市の実質公債費比率は6.8%で、総務省の示す基準を下回っ
ており、「健全段階」にある。

※ 県内19市平均は単純平均、全国市町村平均は加重平均

このライン（18.0）を超えると
起債に県知事の許可が必要
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県内19市の中では低い方から６番目になっている。（前年度は８番目で6.8％）

本市の特徴として、一般会計の元利償還金が多いことに加え、下水道事業を中心と
する公営企業への繰出が多いこと、病院事業などの一部事務組合への負担が多い
こと、などが挙げられる。

比率が18.0％を超えると、地方債の発行に都道府県の許可が必要とされている。

※市平均は単純平均
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⑮将来負担比率の推移

将来負担比率も、健全化判断比率の一つで、伊那市が将来負担すべき、公営企業、
一部事務組合を含む実質的な負債の標準財政規模に対する比率である。

令和５年度の将来負担比率は、数値なし（０％以下）で「健全段階」にある。

※ 平成19年度の公表数値は114.2％であったが、算出方法が現在と異なっていたため、
再計算した結果を比較のため載せてある。

※ 県内19市平均は単純平均、全国市町村平均は加重平均
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県内19市の中では、佐久市、中野市、松本市、飯山市、安曇野市、須坂市、小諸市
とともに、「数値なし」となっている。（前年度も数値なしの△92.0%）

令和５年度についても、繰上償還の実施等により、「返すより多く借りない」を徹底し、
市債残高を減らしたことや、将来の負担に充当できる基金残高が増加したことなどが
指標の更なる改善の要因となっている。

※市平均は単純平均
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２．今後の伊那市を
取り巻く状況



（１）人口減少、高齢化
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R６人口（住民基本台帳人口及び外国人登録者数から）

2024.10.1

人 口 64,969人 高齢化率 32.4％

対前年 △567人（△0.9％）

2030人口（伊那市地方創生人口ビジョン（第３期））

人 口 63,417人

対Ｒ６ △1,552人

2030人口（国立社会保障・人口問題研究所 R5推計から）

人 口 60,392人 高齢化率 34.5％

対Ｒ６ △4,577人 ＋ 2.1％

・税収の減少や地域活力の低下が懸念される。
・地方交付税にも少なからず影響がある。



0歳人口
675人⇒367人

若年齢人口の減少 （全国的な問題）
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H18.4伊那市の人口ピラミッド 73,824人 R6.4伊那市の人口ピラミッド 65,119人
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保育園別定員に対する園児数の推移 学校別 H26に対する児童数の推移

H26児童数 R1/H26（％） R6/H26（％）

伊那小学校 631 95.6% 95.4%
伊那東小学校 668 89.5% 92.2%
伊那北小学校 478 73.2% 60.0%
伊那西小学校 63 73.0% 120.6%
富県小学校 155 76.1% 76.1%
新山小学校 30 170.0% 156.7%
美篶小学校 397 88.7% 75.8%
手良小学校 140 87.9% 57.9%
東春近小学校 364 85.7% 79.7%
西箕輪小学校 391 106.1% 91.0%
西春近北小学校 171 100.6% 91.8%
西春近南小学校 142 88.0% 87.3%
高遠小学校 229 86.9% 77.7%
高遠北小学校 56 85.7% 96.4%
長谷小学校 75 82.7% 77.3%

計 3,990 89.6% 83.8%

伊那中学校 394 89.6% 88.6%
東部中学校 857 98.8% 77.8%
西箕輪中学校 182 103.3% 97.3%
春富中学校 423 97.4% 86.5%
高遠中学校 152 94.7% 75.0%
長谷中学校 32 125.0% 96.9%

計 2,040 97.3% 83.5%

 保育園の園児数、小中学校の児童生徒数ともに減少しており、割合とし
ては、定員に対して５割の園や、10年間で４割減少した学校もある

（園児数/定員％）

園名 定員 H25 R1 R6

竜北保育園 110 94.5% 69.1% 63.6%

竜西保育園 120 100.8% 83.3% 74.2%

竜南保育園 90 97.8% 58.9% 54.4%

竜東保育園 220 86.4% 90.5% 74.5%

伊那北保育園 120 64.2% 70.8% 48.3%

上の原保育園 200 92.0% 81.5% 70.5%

富県保育園 90 83.3% 84.4% 84.4%

新山保育園 40 45.0% 55.0% 52.5%

美篶保育園 150 96.7% 85.3% 83.3%

美篶西部保育園 120 77.5% 65.0% 50.8%

手良保育園 80 88.8% 70.0% 57.5%

東春近保育園 150 106.7% 104.7% 88.0%

西箕輪保育園 170 103.5% 90.0% 57.6%

西箕輪南部保育園 60 85.0% 96.7% 76.7%

西春近北保育園 120 79.2% 85.8% 70.0%

西春近南保育園 90 85.6% 83.3% 71.1%

高遠保育園 120 103.3% 92.5% 64.2%

高遠第２・第３保育園 45 53.3% 57.8% 60.0%

長谷保育園 60 81.7% 58.3% 56.7%

計 2155 89.2% 81.4% 67.8%



（２）物価・資材費高騰、労務単価上昇

・物価が高騰していることから、経常経費が増加している。

・ハード事業においても、資材価格や労務単価の上昇により建
築や建設コストが増大している。

・市民生活、地域経済が受ける影響は大きく、コロナ禍で顕在
化した社会的に弱い立場の皆さんへの支援が必要。

・令和5年度の市税収入は、約96億円で、合併後最大となった。
経済活動の回復等により市税収入が堅調であるものの、経済
情勢は不確実性が高い。「103万円の壁」の見直しによる市民
税（個人）収入への影響も注視する必要がある。
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H27 R1 R6

建築費指数 100 105 135

※建設物価 2025.2を参照
※H27を100とした場合の、指数（概数）
※事務所S で比較



（３）金利の上昇による市債の償還利息額の増加

金利が上昇局面にあり、市債の借入に対する利率が上昇して

いる。
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・「返すより多く借りない」の実践による市債残高の減少を受け、
年度における支払利息の総額は減少してきている。

⇒金利の動向を注視していくとともに、引き続き、市債残高の減
少に努める。

⇒５年利率見直により、借入利率の抑制を図る。（R7~：財政融資）
⇒据置期間短縮による、支払利息の抑制を検討する。

資金の別 R4 R5 R6

財政融資（政
府系資金）

0.4％ 0.5％ 1.2％

民間資金（銀
行借入）

0.6％ 0.44％ 1.119％

※償還期間１０年（据え置き２年）、Ｒ６は直近のもの
※利率０．１％上昇の場合、１０億円借入・１０年償還で利子約＋５００万円



（４）合併優遇策の終了

・【合併特例事業債】

合併により196.5億円の合併特例事業債の発行が可能に。

事業費の95%を借り入れることができ、70%が地方交付税

で措置される「有利な起債」。

令和６年度で、発行可能額まで借り入れる予定。

（発行期限は令和7年度末まで）

・【地方交付税優遇措置の終了】

普通交付税の算定で優遇措置といわれる「合併算定替」が

漸減し、令和２年度で終了。令和２年度の優遇分4,831万円

は、令和３年度にゼロとなった。
32



（５）公共施設の老朽化対策

 公共施設の老朽化が全国的な問題となっている。必要な

施設等の長寿命化によって経費縮減に取り組んでも、令

和４年度から令和13年度の10年間で319億円の費用が

見込まれる。
（第２期公共施設等総合管理計画より）
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 施設の統廃合等を実施し、公共施設等の総量を縮減する。
（総量縮減）

 施設を長く使用することによって、更新費用を縮減する。
（費用縮減）

⇒個別施設計画の精査、見直しが必須
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３．財政健全化に
向けた取組
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（１）基本的な考え方
必要な事業を推進しながら、財政指標の健全性を堅持する。

臨時財政対策債と、民間事業の影響を受ける「ふるさと融
資」の財源分を除いた市債残高を減らしていくことを方針とす
る。基金残高は一定額を確保する。

「選択と集中」の考え方を徹底し、事業の優先順位を明確

にしていく。国県支出金等特定財源を得るように努める。

「未収金解消」の取組により、歳入の確保を図る。

あらゆる角度から歳出の削減及び歳入の増加策を検討し、
実施する。事業の見直しや事業費の縮小、将来の負担等も
踏まえた施設の統廃合は喫緊の課題である。

産業の振興など地方創生に取り組み、移住定住を促進する。
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（２）取組内容（アクションプラン）

人口増の取組により税収を確保
・ 雇用の創出と移住定住の促進
・ 企業誘致、既存企業の支援

未収金解消と適正な課税の実施
・ 未収金解消の継続的な取組
・ 適正な課税客体の把握

①歳入の確保
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多様な財源の確保
・ 国、県補助等を有効に活用した新たな財源の確保
・ ネーミングライツ等の企業広告の獲得
・ 企業版を含むふるさと納税の推進
・ 資金運用による財源の確保

不用資産の処分
・ 不用資産の洗い出しと、計画的な売却・貸付・解体処分・
借地の返還等の実施

・ 地元などへの施設の譲渡

施設使用料、事業負担金、手数料ほかの見直し
・ 施設利用者の適正な負担水準（維持管理費）の確保
・ 事業負担金の適正な水準の確保
・ 手数料、利用料金、保険料等の見直し
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計画的なハード事業の実施

・ 財政見通しにより投資規模を検証し、ランニングコストも考
慮して実施計画を策定

・ 計画期間における建設事業の考え方の提示
・ 伊那市公共施設等総合管理計画及び個別施設計画の進
捗管理及び随時見直し

経常経費の削減
・ デジタル化、リモート化等、多面的な検討による不要な経
常経費の削減

・ ＬＥＤ化等による施設電気料金の削減
・ 市単独の委託料、扶助費、補助費等の見直し
・ 事業の見直しや事業費の縮小、施設の統廃合による経常
経費の削減

②歳出の削減
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人件費の削減
・ 定員適正化計画の着実な推進
・ 時間外勤務の縮減
・ 会計年度任用職員数の適正化
・ 広域連携、DXをはじめ事務効率化による人件費の削減

公債費の縮減
・ 全額交付税で措置される臨時財政対策債に加え、新たに
民間投資を支援する「ふるさと融資」の財源として発行する
地方債分を除いて、「返すより多く借りない」を徹底
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公営企業の健全経営
・ 使用料の検討を含む上下水道事業の経営健全化
・ 国保直営診療所・鍼灸治療所の運営見直し

第３セクター等の活用
・ 伊那市観光㈱、伊那市振興公社を活用したサービスの向
上と健全化

・ 伊那市観光㈱の経営状況の注視

③公営企業・第3セクターの経営改善
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（３）建設事業の基本方針
 建設事業は、財政推計上の公債費及び投資的経費の枠内に
おいて行うものとし、「選択と集中」により、まちづくりに必要な
事業を推進する。

 あらゆる角度から国県補助金等の活用方法を検討するなど、
財源の確保に努める。

 過疎地域の事業については過疎対策事業債を、辺地地域の
事業には辺地対策事業債を活用する。

 交付税措置率の高い市債及び国県補助金の補助残に充当さ
れる市債（公共事業等債ほか）を除き、原則として市債を用い
ての事業は行わない。
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 施設の新築は、（２）のアクションプランに適合し、実施計画
に掲載された施設に限る。また、過去の統廃合により使用し
ていない施設は、積極的に解体を検討する。

→過去の統廃合により使用しない施設は公適債措置あり

（Ｒ７～：充当率９０％・交付税措置５０％）

→使用しない施設で、借地の場合は速やかに取壊し、

返却する。

→再利用が見込めない施設は原則として取壊しを行わ

ない。また、建物付きでの土地の売却を検討する。

 公共施設等総合管理計画及び個別施設計画により、施設の
統廃合と長寿命化を進める。


